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  あおぞら 

 

野口病院友の会 会報誌 

夏 号 

猛暑が続いています。熱中症に気をつけ夏を乗り切りましょう。 

１．看 護 科  夏のフットケア 

              ２．栄 養 科  夏の食中毒を防ぐ！安全・安心な麦茶の作り方 

              ３．検 査 科  糖尿病と臨床検査 

 



 



麦茶は体温を下げ、水分補給に最適ですが、実は傷みやすい飲み物です。 

特に抵抗力が落ちている時は、自家製麦茶の細菌繁殖に注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「煮出し」は素早く冷やす 

常温放置は絶対に NG 

細菌は 30℃〜40℃のぬるい温度

で爆発的に増えます。 

煮出したら、容器ごと氷水につけて

一気に冷やします。 

麦の成分が残ると、細菌の栄養源に

なります。 

粗熱が取れたら、すぐにパックを箸

などで取り出します。 

 

「水出し」は 

ミネラルウォーターを避ける 

水道水の塩素を利用する 

水道水に含まれる塩素には殺菌効

果があります。 

水出しには、あえて水道水をそのま

ま使うのが安全です。 

浄水器の水やミネラルウォーター

は、塩素が除去されているため、作

っている最中から傷み始めます 

「2 日以内」に飲み切る 

冷蔵庫の「奥」で保管 

ドアポケットは開閉による温度変

化が激しい場所です。 

冷蔵庫の奥の、しっかり冷える場所

に保管してください。 

コップに移して飲む 

ボトルに直接口をつけると、唾液の

細菌によって一晩で傷んでしまい

ます。 

作った麦茶は 48 時間以内に消費 

見た目や臭いに変化がなくても、2

日を目安に破棄してください 

１ ２ ３ 

麦茶には、水分補給以外にも 

優れた健康効果があります。 

 

血液サラサラ効果 

香ばしさの元「アルキルピラジン」

が血流をスムーズにします。 

 

胃の粘膜を保護 

抽出成分が胃の粘膜を守り、夏バテ

気味の胃腸をサポート。 

 

エイジングケア 

豊富なポリフェノールが、老化の原

因となる活性酸素を抑えます。 

 

 

 

 

 

 

 

麦茶は緑茶やコーヒーと違い、カフェインを一切含みません。 

夜の水分補給に利尿作用がないため、寝る前に飲んでも睡眠を妨げません。 

妊娠中の方、赤ちゃん、お年寄りまで家族みんなで安心して飲めます。 



糖尿病と臨床検査 

～検査結果を知って、健康管理に役立てましょう～ 

 

 

糖尿病は、自覚症状が少ないまま進行することがあります。そのため、定期的な臨床検査で血糖値や合併症の

状態を確認することがとても大切です。検査結果の意味を知ることで、日々の生活改善にもつながります。 

 

 糖尿病で大切な検査 

検査項目 わかること 目安・ポイント 

HbA1c 過去 1～2 か月の平均血糖値 血糖コントロールの指標 

血糖値（空腹時・随時） 現在の血糖値 食事や薬の効果を確認 

尿検査（尿たんぱく・尿糖） 腎臓への負担や血糖の状態 腎症の早期発見に役立つ 

腎機能検査（eGFR・クレアチニン） 腎臓の働き 腎症の進行を確認 

脂質検査 コレステロール・中性脂肪 動脈硬化予防に重要 

 

 HbA1c は「健康の通信簿」 

血糖値は食事や運動によって毎日変化しますが、HbA1c は長期間の血糖コントロールを確認できるため、

糖尿病治療でとても重要です。 

一度の結果だけでなく、少しずつ良い方向へ変化しているかを見ることが大切です。気になる数値があれ

ば、医師や医療スタッフに相談しましょう。 

 

 

 検査結果を上手に活用しましょう 

 定期受診を続ける   

 検査結果は毎回確認する 

 気になる数値は医師や看護師、管理栄養士に相談する 

 食事・運動・服薬を継続し、生活習慣を見直す 

 

 

 検査を受けるメリット 

 合併症の早期発見・早期治療につながる 

 治療や生活習慣の効果が確認できる 

 ご自身の健康状態を把握できる 

 安心して治療を続けるための目安になる 

 

 

 
 

 

定期検査は未来の健康への第一歩！ 

検査結果は「良い・悪い」を判断するだけでなく、これからの健康づくりに役立てるための大切な情報です。

主治医と一緒に結果を確認しながら、自分に合った治療と生活習慣を続けていきましょう。 
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